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文  内  容  の  要   

本論文は，禁裏御所にある内侍所が信仰の場として成立・定着していく過程から禁裏御所と都市との関係を考察したもの  

であり，序章，結章を含め6章から構成される。   

序章では，内侍所の概説を述べ，ついで先行研究の成果と問題点をまとめる。都市京都の特徴を考察する上で，禁裏御所  

にあり都市との接点がある内侍所に着目する意義を明確にする。そのうえで，本論文の構成を説明し，用語の定義を行う。   

第1章は，室町後期・戦国期の内侍所の特徴について考察する。まず，応仁・文明の乱以後，内侍所で行われる朝儀（御  

神楽）が他の朝儀よりも比較的早く再興され，都市民衆へ開放されていたことから，内侍所が都市のなかの祭祀施設として  

成立していたことを示す。次に，内侍所の造営・修理の過程を分析する。なかでも，仮御所に内侍所が設置される際，文明  

期には内侍所の「仮殿」と称される建物がみられ，その建物が内裏にある内侍所と同じ形式をもつものであったことを確認  

する。そして，近世初期には，内侍所「本殿」「仮殿」が成立し，元禄期の修理をもって本殿造営・修理時に「仮殿」が設  

置されるという方式がとられることを明らかにする。   

また，応仁・文明の乱以後確認できるようになる内侍所への貴族の参詣の様相を分析し，その貴族らは禁裏小香衆に属し  

ていることから内侍所が天皇との一体感を創出するための場であったことを指摘した。以上より，本章では，応仁・文明の  

乱以後，内侍所が内裏のなかの信仰の場として定着していく過程が明らかになった。   

第2章は，元禄皮内侍所本殿修理以後，その仮殿が上・下御霊社に下賜された経緯とその背景・目的を明らかにする。元  

禄度以降造営された仮殿は，上・下御霊社へ継続的に下賜されるが，これは神社側の要請を受けて行われたことを確認する。  

そして，朝廷側が両社を下賜先に決定した目的として，元禄期に朝廷運営に影響力を持っていた霊元院が両社を崇敬してい  

たこと，下賜した仮殿で天皇朝廷のための恒例・臨時の祈蒔を実行すること，などが重要であったことを指摘する。   

一方，仮殿を拝領する上・下御霊社には，社殿を造営・維持するだけでなく，朝廷との縁故を深め，朝廷との関係を強調  

し他社との差異化を図る目的があったことを示す。また，内裏の建物で下賜される事例は他にもあるが，内侍所仮殿は祈蒔  

・参詣の機能が維持されたまま他へ移築される点が他の内裏建物下賜と異なる特徴であることを明らかにする。以上から，  

内侍所仮殿を社殿とする上・下御霊社は，近世京都において都市と禁裏御所をつなげる役割を果たしていたことが明らかに  

なった。   

第3章では，寛政度以降に造営された内侍所仮殿に着目する。特に，寛政3年の神嘉殿造営以後，内侍所仮殿を神嘉殿で  

代用し仮殿は新造しないことが朝廷から示されていたことを確認した上で，朝廷の強い希望で内侍所仮殿を新造し続けた過  

程を考察する。また，新造した仮殿を神嘉殿に転用する計画の経緯とその目的ご 上・下御霊社ではなく公家に仮殿を下賜す  

る経緯，慶応度に内侍所仮殿が常設される背景，などを明らかにした。以上から，内侍所仮殿は，神嘉殿造営と深くかかわ  

ると同時に，信仰の場として崇敬されていた本殿の機能をもつ唯一の建物として重要であることが明確になった。  
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第4章では，近世初期から中期にかけて都市民衆に開放された禁裏御所の空間を分析するとともに，内侍所が都市民衆へ  

開放された意義を考察する。まず，都市民衆に開放された朝儀は視覚的な演出を伴い，近世前期においても都市民衆の朝儀  

拝見が盛況であったことを確認する。しかし，身分制の問題，見物する都市民衆がもたらす稼の問題に加え，天皇との距離  

の問題から，宝永期ごろからは都市民衆が朝儀を拝見する場や南門通の通行が規制されることを明らかにする。   

一方，元禄期ころから確認できる節分時の内侍所の開放では，都市民衆が直接利益を享受できること（鈴を聞く，大豆を  

もらうなど），節分と朝儀が重なった場合の参詣代替日が設定されること，仮殿でも参詣が許可されること，などの特徴が  

みられることを示し，朝廷は都市民衆が多数参詣に訪れる内侍所の開放に比較的積極的であったことを指摘する。以上より，  

内侍所は都市民衆と禁裏御所との接点の場として重要な役割を果たしていたことが明らかになった。   

結章では，本論文での考察を整理している。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

本論文は，内裏（禁裏御所）にあり神鏡を奉安する施設であった内侍所が信仰の場として成立・定着していく過程を解明  

し，同所が禁裏御所（朝廷）と京都の都市社会・都市民衆との接点となっていたことを明らかにしている。その主な成果は  

つぎのとおりである。  

（1）中世後期に内侍所「仮殿」の名称が成立することを示し，仮殿は内裏にある内侍所と同じ形式をもつ建物であること，  

元禄度本殿修理を契機に仮殿を新造する造営・修理方式が定着することを指摘した。また，応仁・文明の乱以後，貴族が内  

侍所へ参詣するようになることに着目し，その特徴と意義を考察した。以上から，応仁・文明の乱以後，内侍所が内裏のな  

かの信仰の場として成立，定着していく過程が明らかになった。  

（2）江戸時代，元禄期から寛政期にかけて，内侍所仮殿が上・下御霊社へ継続的に下賜される事例に着目する。この下賜  

の理由として両社では拝領した仮殿で朝廷のための祈蒔を行うことが重視されていたことなどを指摘し，禁裏御所の外，す  

なわち京都の都市空間のなかに内侍所仮殿を社殿とする信仰の場が創出されることを示した。さらに，神嘉殿造営と深くか  

かわる寛政期以降の内侍所仮殿新造に対する対応・認識を分析し，内侍所本殿の機能を果たす建物として仮殿が重要であっ  

たことを明らかにした。  

（3）禁裏御所が都市民衆へ広く開放された事例を検討したうえで，節分の日に都市民衆が内侍所に参詣する意義を考察し  

ている。都市民衆が禁裏御所で朝儀を拝見する空間が制限される一方で，都市民衆が直接御利益を享受できる内侍所参詣に  

は朝廷側も配慮を示していることを指摘し，禁裏御所のなかの信仰の場である内侍所が都市民衆と禁裏御所の接点として重  

要であった事実を明らかにした。   

以上，本論文は，信仰の場を介した禁裏御所と都市社会との関係を新たに提示したものとして評価でき，学術上寄与する  

ところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成17年2月21日，  

論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた。  
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